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変更履歴
	項番
	変更日付
	版
	変更箇所
	変更内容

	1
	2014/1/30
	1.0版
	
	新規作成

	2
	2014/2/21
	2.0版
	P.79～P.84
	『2.17.5.プリンタ利用権限の設定』の追加
障害管理一覧表No.119（印刷ジョブの一時停止／再開及びキャンセル操作における障害）の対応

	3
	2016/5/31
	3.0版
	目次
	「2.22.4.2. FDコントロールシステム装置使用時の設定」を追加

2.22.5以降のページ数の修正

	4
	2016/5/31
	3.0版
	P.105
	「導入関連情報（H28システム導入-003-0513）で配布した資材一式

（FDコントロールシステム装置のウイルスチェック用PCとして使用するクライアントの場合のみ）」に修正

	5
	2016/5/31
	3.0版
	P.110
	「2.22.4.2. FDコントロールシステム装置使用時の設定」を追加

	6
	2016/8/15
	4.0版
	目次
	「2.23. 暗号危殆化対策用の外部系INIファイル更新」を追加

	7
	2016/8/15
	4.0版
	P.125

	「2.23. 暗号危殆化対策用の外部系INIファイル更新」を追加

	8
	2017/1/31
	5.0版
	目次
	「2.24. vSphere Client導入」を追加
「2.25. 情報漏えい対策ソフト（SKYSEA）導入」を追加

「2.26. ログ管理ソフト（Splunk）導入」を追加

	9
	2017/1/31
	5.0版
	P.7～P.9
	「2.1.11. WindowsUpdateの実行」を修正

SCCM利用開始により、WindowsUpdateの実行手順を削除

	10
	2017/1/31
	5.0版
	P.126～P.129
	「2.24. vSphere Client導入」を追加

	11
	2017/1/31
	5.0版
	P.130～P.159
	「2.25. 情報漏えい対策ソフト（SKYSEA）導入」を追加

	12
	2017/1/31
	5.0版
	P.160～P.179
	「2.26. ログ管理ソフト（Splunk）導入」を追加

	13
	2017/1/31
	5.0版
	P.52
	「2.14.4. JP1/NETM Remote Control – Manager環境設定手順」の「エージェントリスト」に新規機器を追加


	項番
	変更日付
	版
	変更箇所
	変更内容

	14
	2017/12/11
	6.0版
	目次
	導入順序の変更に伴う項番削除
・2.2.JP1／Integrated Management - view 導入
・2.3.JP1／AutomaticJobManagement
System3 UserJobOperation－Definer導入
・2.4.JP1／AutomaticJobManagement
System3 － UserJobOperation－Client 導入
・2.5.JP1／Automatic Job Management System 3 － View 導入
・2.6.JP1／NETM Remote Control － Manager 導入
・2.25.情報漏えい対策ソフト(SKYSEA)導入
・2.26.ログ管理ソフト（Splunk）導入
（導入作業編から構築作業編へ移動）

	15
	2017/12/11
	6.0版
	目次
	導入順序の変更（以下、変更履歴の項番16、17、18、19、20、22、24、25、26、28、29、30、31、34、35、36、37、38）に伴う修正

	16
	2017/12/11
	3.0版
	2.2.Microsoft Office Professional Plus 2010 導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.7.Microsoft Office Professional Plus 2010 導入 

→2.2.Microsoft Office Professional Plus 2010 導入

	17
	2017/12/11
	6.0版
	2.3.TADAOO Notice Client導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.8.TADAOO Notice Client導入
→2.3.TADAOO Notice Client導入

	18
	2017/12/11
	6.0版
	2.4.Microsoft .NET Framework Language Pack導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.9.Microsoft .NET Framework Language Pack導入
→2.4.Microsoft .NET Framework Language Pack導入

	19
	2017/12/11
	6.0版
	2.5.Microsoft XML4.0SP2パーサ導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.10.Microsoft XML4.0SP2パーサ導入
→2.5.Microsoft XML4.0SP2パーサ導入

	20
	2017/12/11
	6.0版
	2.6.Adobe Reader導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.11.Adobe Reader導入
→2.6.Adobe Reader導入

	21
	2017/12/11
	6.0版
	2.6.Adobe Reader導入
	2017年度のクライアント調達に伴い「2.6.4. Adobe Readerのバージョン確認」「2.6.5. Adobe Readerのアンインストール手順」を追記

	22
	2017/12/11
	6.0版
	2.7.TADAOO XML Form Designer Ver4.1導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.12.TADAOO XML Form Designer Ver4.1導入
→2.7.TADAOO XML Form Designer Ver4.1導入

	23
	2017/12/11
	6.0版
	2.7.TADAOO XML Form Designer Ver4.1導入
	導入する場合は導入関連情報を参照するよう記載を変更

	24
	2017/12/11
	6.0版
	2.8.JP1／Automatic Job Management System 3 User Job Operation 環境設定
	導入順序変更に伴う項番修正

2.13.JP1／Automatic Job Management System 3 User Job Operation 環境設定
→2.8.JP1／Automatic Job Management System 3 User Job Operation 環境設定

	25
	2017/12/11
	6.0版
	2.9.JP1／NETM Remote Control － Manager環境設定
	導入順序変更に伴う項番修正

2.14.JP1／NETM Remote Control － Manager環境設定
→2.9.JP1／NETM Remote Control － Manager環境設定

	26
	2017/12/11
	6.0版
	2.10.Microsoft Office環境設定
	導入順序変更に伴う項番修正

2.15.Microsoft Office環境設定
→2.10.Microsoft Office環境設定

	27
	2017/12/11
	6.0版
	2.10.Microsoft Office環境設定
	「2.15.4.Microsoft Office 2010 のセットアップ手順」（14）に電話番号が表示されなかった場合の手順を追記

	28
	2017/12/11
	6.0版
	2.11.Microsoft .NET Framework 3.5.1有効化
	導入順序変更に伴う項番修正

2.16.Microsoft .NET Framework 3.5.1有効化
→2.11.Microsoft .NET Framework 3.5.1有効化

	29
	2017/12/11
	6.0版
	2.12.プリンタドライバ導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.17.プリンタドライバ導入
→2.12.プリンタドライバ導入

	30
	2017/12/11
	6.0版
	2.13.StarOffice X 4.0 環境設定
	導入順序変更に伴う項番修正

2.18.StarOffice X 4.0 環境設定
→2.13.StarOffice X 4.0 環境設定

	31
	2017/12/11
	6.0版
	2.14.データクリア
	導入順序変更に伴う項番修正

2.19.データクリア→2.14.データクリア

	32
	2017/12/11
	6.0版
	2.14.データクリア
	「2.14.2準備物の項番2～4」を追加

	33
	2017/12/11
	6.0版
	2.14.データクリア
	「2.14.6.3クライアントのファイル/ディレクトリのコピー（差分リリース）」を追加

	34
	2017/12/11
	6.0版
	2.15.AP環境設定
	導入順序変更に伴う項番修正

2.20.AP環境設定
→2.15.AP環境設定

	35
	2017/12/11
	6.0版
	2.16.業務AP導入作業
	導入順序変更に伴う項番修正

2.21.業務AP導入作業
→2.16.業務AP導入作業

	36
	2017/12/11
	6.0版
	2.17.業務グループ設定作業
	導入順序変更に伴う項番修正

2.22.業務グループ設定作業
→2.17.業務グループ設定作業

	37
	2017/12/11
	6.0版
	2.18.暗号危殆化対策用の外部系INIファイル更新
	導入順序変更に伴う項番修正

2.23.暗号危殆化対策用の外部系INIファイル更新
→2.18.暗号危殆化対策用の外部系INIファイル更新

	38
	2017/12/11
	6.0版
	2.19.vSphere Client導入
	導入順序変更に伴う項番修正

2.24.vSphere Client導入
→2.19.vSphere Client導入

	39
	2017/12/11
	6.0版
	全般
	改版に伴いページ番号を変更

	40
	2018/5/31
	7.0版
	2.2.Microsoft Office Professional Plus 2010 導入
	2.2.4(7)

インストールオプションに「」を追記

	41
	2018/5/31
	7.0版
	2.8.JP1／Automatic Job Management System 3 User Job Operation 環境設定
	2.8.4(3)
「OK」→「ログイン」に記載を修正

	42
	2018/5/31
	7.0版
	2.16.業務AP導入作業
	2.16.6.JP1/AJS3 - UJO登録

以下の文章を（5）に追記

※　運用管理クライアント（VT系）の場合、「C:\Kaigo\jmn\SST_MENU.txt」を選択

	43
	2019/4/25
	8.0版
	2.9.4. JP1/NETM Remote Control - Manager環境設定手順
	2.9.4. JP1/NETM Remote Control - Manager環境設定手順

(5)の表から「事業所受付サーバ」を削除

	44
	2019/4/25
	8.0版
	2.14.データクリア
	「2.14.6.3クライアントのファイル/ディレクトリのコピー（差分リリース）」に190425版の差分リリースを追加





クライアント構築手順書


【運用管理クライアント(介護)】


導入作業編














